
　 団体名：

役員数 4 名

② 先行の赤チームの左端が最初にジャックボールという目印になる白いボールを投げる。

③ 続けて赤チームのジャックボールを投げた左端が赤いボールを投げます。

　・順番に投げるのではなく、白球（ジャックボール）に遠いチームが投げます。

⑤ 投げる順番は決まっていないので、チーム内で誰から投げるか相談できます。

個数 個数

1 1

1 2

1 3

1 1式

・スタンプカードにシールを貼る。

・簡単なルール・体験内容を説明を行う。

・１４：３０で受付を終了する。

スポーツ推進委員連絡協議会

係　　　　名

場　　　　所 メインアリーナ　右側

ボッチャ

運営責任者 長妻　和男・小島　武史（ｽﾎﾟｰﾂ推進員）

運営内容 レイアウト（図）

・受付（体験コーナー用）：名簿記入 コ　ー　ト

【3対3の団体戦】

④ 次に後攻の青チームが投げます。

① 左から赤青赤青赤青と並びます。1チーム6球あるので、1人2球ず

　 つ持ちます(1対1の個人戦は中央のボックスで一人６球・2対2の

　 ペアは一人３球）

　　※ジャックボール無効エリアで静止させたり、サイドラインやエンドラインを超えて投球してしまうと相手にジャックボールを投げる権

　　　利が移る。

競技のルール

シールボッチャ一式（ｽﾎﾟ協倉庫）

種目の看板

　　※自分のボールがコート外にでてしまうと、そのボールは無効となり、続けて次のボール投げます。

長机（放送室：キャ・茶）

体験コーナー受付簿イス（北側非常口）

筆記用具・・・ボールペンラインテープ（ｽﾎﾟ協倉庫）

物品名 物品名

⑥ 白いボールに一番近いボールのチームではないチームが投げます。

⑦ 双方のチームが投了した時点で白いボールに近いチームが勝ちです。

　　※投了する前に勝ちが確定している場合は残りをキャンセルするこができます。


